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低炭素社会を実現するためには、太陽光発電や蓄電池などの低炭素
技術の評価が不可欠です。これらの技術を定量的に評価するための基
盤として、熟練した技術者が培ってきた知見をデータベース化すると同時
に、データベースを用いた評価のためのツールも開発しています。

南アフリカで望遠鏡を建設

小学校では地元の野球チームで県大会
に優勝。中学から大学までずっと野球部で、
練習と試合漬けの毎日でした。今も休日の
草野球が最大の楽しみです。
「科学はおもしろい」と思ったきっかけは学

校の先生でした。教科書そっちのけで実験
を見せてくれる化学の先生や、新しい小惑
星を発見した天文好きの先生などのおかげ
で、科学に関わる仕事に就きたいと思うよう
になりました。

名古屋大学大学院では、南アフリカに口
径1.4メートルの望遠鏡を作る「マゼラン星
雲大研究」プロジェクトに携わりました。まず
は1/5モデル機を使った制御プログラムの
開発からスタート。次に、京都の望遠鏡会
社に5カ月ほど泊まり込んで望遠鏡の制御
試験に努めました。最後は、工場の小さな窓
から見える星を追って追尾性能を確認しまし
た。南アフリカでは、望遠鏡の組み立て後
に1人残ってひたすら星を観測して望遠鏡
の性能を測定し、修士論文にまとめました。

博士課程では、「宇宙戦艦ヤマト」の目的
地として有名なマゼラン星雲を6年かけて観
測し、約1800万天体の赤外線天体カタロ
グを作りました。装置開発から現地での観
測、膨大なデータ解析までやり遂げたことは
得がたい成功体験になりました。

低炭素社会に向けた研究で“社会貢献”

博士号取得後も研究員として国内外の
望遠鏡の立ち上げや衛星データの解析など
を続けていたのですが、天文学の分野で1
人の研究者が実現できる範囲がわかるにつ
れ、もう少し成果を社会で生かせる研究をし
たいと思い始めました。そんな折、LCSの山
田興一副センター長から「いっしょに働かな
いか」と声をかけられたのです。まったく違う

分野でゼロからやり直すことに悩みましたが、
じかに社会に役立つ仕事に挑戦したいとい
う思いが決断を後押ししました。

いよいよLCSに移るというときに東日本大
震災が起きました。計画停電が相次ぐ中、
最初の仕事は「電力消費の予測モデル」を
作ること。モデルをもとに節電警報が出され
る、責任重大な仕事です。

取り組んでみると、天文学で培った方法
論が使えることに気づきました。仮説を立て
てデータを解析し、消費電力量に影響する
気温などのパラメーターを抽出する手法は、
天文学の研究とも共通します。根底には、
質量もエネルギーも保存される物理法則が
生きています。「これならやっていける」。手
応えと同時に、自分の仕事がみんなの生活
につながっている充実感がありました。

今は太陽光発電など複数の低炭素技術
がどれだけ効果を発揮するか定量的に評価
するための基盤づくりもしています。天体カタ
ログづくりも、技術評価基盤づくりも、他の研
究者の役に立ちたいという思いが基にありま
す。研究は一見個人プレイのようですが、そ
の陰で多くの人が研究を支えています。いろ
いろな役割のメンバーがチームを組むことで大
きな威力を発揮する点は、野球と同じですね。

若い人には、やや矛盾する2つのことを伝
えたいです。1つは、「やりたいことを見つけ一
生懸命やってください」。もう1つは、「それ以
外にも面白いことはたくさんありますよ」。やりた
いことを早く決めると成果が出やすくなります。
一方、興味を狭く絞らず、1つのことをやりきっ
た経験を生かして他の分野に挑戦してみると、
また違った面白さを味わえると思います。
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低炭素社会の実現のための

定量的技術評価プラットフォームの
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休日の草野球が何よりの楽しみ。
お子さんもイクメンパパの活躍を応援。


